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第
５
回
全
日
本 

学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会 

総
合
成
績
32

エ
ン
デ
ュ
ラ
ン

豊
橋
技
術
科
学
大
学 

自
動
車
研
究
部 T

U
T
 FO

R
M

る
９
月
12
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
、
静
岡
県
小
笠
山

園
エ
コ
パ
に
て
開
催
さ
れ
た 

第
５
回
全
日
本
学
生
フ
ォ

会
に
参
戦
し
て
参
り
ま
し
た
。 

教
室
の
中
だ
け
で
は
優
秀
な
エ
ン
ジ
ニ

ア
が
育
た
な
い
こ
と
に
い
ち
早
く
気
づ
い

た
米
国
は
、
１
９
８
１
年
か
ら
「も
の
づ

く
り
に
よ
る
実
践
的
な
学
生

ム
」と
し
てForm

ula S
A
E

を
開
催

し
ま
し
た
。
日
本
で
は
２
０
０
３
年
か
ら

「全
日
本
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会
」と
し

て
開

教
育
プ
ロ

グ
ラ

催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

■

学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
と
は 

各
種
目
で
の
得
点
・順
位
は
次
の
表
の
通
り
で
す
。 

学
生
が
１
台
の
小
型
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
カ

プレゼ

デ

アクセ

ス

オ

エン

会

軽

さ

を
行
い
ま
し
た

 

■■
デ
ザ
イ
ン
審
査

査
は
事
前
に
提
出
す
る
デ
ザ
イ
ン
レ
ポ
ー
ト
の
提

出
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
を
行
い
、
想
定

し
て
い
る
製
造
設
備
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
と
し
て
、
レ
ン
タ
ル
に
よ
る
市
場
の

構
築
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
説
明

。

 

 

社
の
役
員
と
見
立
て
た
審
査
員
に

設
計
の
優
れ
て
い
る
こ
と
を
確
信
さ

せ
る
こ
と
が
目
標
で
あ
り
、
ア
ピ
ー
ル

す
る
内
容
や
発
表
者
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
能
力
が
評
価
さ
れ
ま
す
。 

私
た
ち
の
車
輌
の
特
徴
で
あ
る

デ
ザ
イ
ン
審

で
始
ま
り
ま
す
。
今
年
度
の
デ
ザ
イ
ン
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
各
部

の
設
計
に
お
け
る
取
り
組
み
に
関
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
こ

で
、
よ
う
や

く

。
オ
ー
ト
ク
ロ
ス
出
走
が
危
ぶ
ま
れ
る

状
■■
車
検 -

 
チ
ル
ト
・騒
音
・ブ
レ
ー
キ 

供

を

受

結
果
、
空
車
時
で

kg

料
チ
ェ
ッ
ク
バ

ル

こ
れ
ら
の
改
修
が
完
了
し
第
３
回
目
の
技
術
車
検

合
格
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
と
き
時
刻
は
15
時

況
と
な
り
ま
し
た
。 

 
燃
料

給
を
受
け
、
重
量
計
測

け
ま
し
た
。 

重
量
計
測
の

200

と
Ｔ
Ｇ
０
２
が
軽
量
で
あ
る
こ
と
が

改
め
て
示
さ
れ
ま
し
た
。 

チ
ル
ト
試
験
で
は
、
燃

ブ
か
ら
の
燃
料
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
取
り
付
け
位
置
の
調
整
に
よ
り
解

決
で
き
ま
し
た
。 

を
ク
リ
ア
。
念
願
の
エ
ン
デ
ュ
ラ
ン
ス
完

走
■■

32
位 

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
は
手
塚
も
運
転
に

慣
れ
て
き
た
の
か
ペ
ー
ス
を
上
げ
、
無
事
セ
カ
ン
ド
ド
ラ
イ
バ
ー
田

中
と
交
代
で
き
ま
し
た
。 

セ
カ
ン
ド
ド
ラ
イ
バ
ー
田
中
も
タ
イ
ム
を
縮
め
な
が
ら
周
回
を

重
ね
、
無
事
規
定
の
24
周

を
果
た
し
ま
し
た
。 

 表
彰
式
・結
果 

合
順
位 

総

2007年度 (参考)2006 年度 競技種目 

(括弧内満点) 得点 順位 得点 順位 

コスト(100) 27.78 51 42.9 35

ンテーション(75) 37.50 25 33.0 40

ザイン(150) 112.20 22 - - 

ラレーション(75) - - - - 

キッドパッド(50) - - - - 

ートクロス(150) - - - - 

デュランス(350) 113.75 22 DNF - 

燃費(50) 9.60 15 DNF - 

総合 300.82 32 75.9 47
 位 

走 

ス
完

U
LA

は
去

総
合
運
動
公

ー
ミ
ュ
ラ
大

 

ー
を
設
計
・製
作
し
、
そ
の
構
想
提
案
・設
計
・コ
ス
ト
か
ら
加
速
性

走
行
性
能
・燃
費
性
能
を
競
い
ま
す
。 

能
、
旋
回
性
能
、
耐
久

 TUT FORMULA

が
戦
っ
た 

４
日
間
の
軌
跡 

第
１
日
目 

第第
第
５
回
全
日
本
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会 

デ
イ
リ
ー
レ
ポ
ー
ト 

１１
日日
目目

■■
ココ
スス
トト
審審
査査

ス
ト
コ
ン
セ
プ
ト
の
説
明
に

プ
ト
と
し
て
掲
げ
た

の

ク
シ
ョ
ン
ご
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
■■
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査 

査
は
製
造

astest.

の
コ
ン
セ
プ
ト
に

基

は
ま
ず
軽
量
で
な
け
れ
ば

て
ア
ピ
ー
ル
を

行
■

ス

ュ
ー
ル
管

の
甘
さ
か
ら
、

の
部

て
は
大
会
会
場
で

製ま

認
が
困
難
な
上
、
一
部
の

部

改
修
作

業

  

は
フ
ァ
イ
ナ
ル
ア
セ
ン
ブ
リ
、
フ
レ
ー

ム
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
車
輌
の
コ

始
ま
り
、
車
輌
各
セ
ク
シ
ョ
ン
で
の
コ

ス
ト
に
関
す
る
取
り
組
み
の
説
明
や

質
疑
応
答
を
行
い
ま
す
。 

コ
ス
ト
コ
ン
セ

コ
ス
ト
審
査
は
事
前
に
提
出
す
る
１
台
の
車
輌
の
製
作
に
か
か

る
コ
ス
ト
を
算
出
し
た
「コ
ス
ト
レ
ポ
ー
ト
」
の
内
容
と
、
大
会
当

日
の
審
査
員
と
の
コ
ス
ト
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
評
価
さ

れ
ま
す
。 

は
、
「コ
ス
ト
増
に
見
合
っ
た
性
能
向

上
」 セ コ

ス
ト
レ
ポ
ー
ト
に
関
し
て
は
、
昨
年
度
よ
り
も
か
な
り
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
の
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審

と
を
記
述
し
、
熱
意
を
伝
え
ま
し
た
。 

車
両
の
設
計
はFaster than the F

「

」

づ
き
、
速
い
車
両

な
ら
な
い
と
い
う

思
想
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
車
両
重
量
は
200

kg
と
、
エ

ン
ジ
ン
搭
載
車
と
し
て
は
極
め
て
軽

量
な
車
両
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。 

当
日
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
こ

の
軽
量
化
努
力
に
つ
い

い
ま
し
た
。
各
部
の
軽
量
化
手
法

と
そ
の
結
果
を
説
明
す
る
パ
ネ
ル
を

用
意
し
、
車
輌
の
セ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
に

説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

 

検 -
 

技
術
車
検 

■
車

ケ
ジ

理

一
部

品
に
つ
い

作
を
行
う
と
い
う
状
況
で
し
た
。 

こ
の
た
め
、
第
１
回
目
の
車
検
が
１

日
目
の
18
時
に
ず
れ
込
ん
で
し
ま
い

し
た
。 

周
囲
が
暗
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

各
部
の
確

品
に
つ
い
て
は
車
検
を
受
け
る
レ
ベ

ル
に
達
し
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
あ

り
、
１
日
目
の
車
検
合
格
は
達
成
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

車
検
を
受
け
る
レ
ベ
ル
に
到
達
さ
せ
る
た
め
、
各
部
の

を
宿
泊
先
で
行
い
ま
し
た
。 

 第
２
日
目   

■■

検 

日
目

第
２
回
目
の
技
術
車
検
を
受
け
ま
し
た
が
、

数

１
回
目

dB
と
大
幅
に
超
過
。
念
の
た
め
に

用点

車
検 -

 

技
術
車

第第
２２
日日
目目

２

の
午
前
に

点
の
指
摘
箇
所
の
改
修
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。 

騒
音
試
験
で
は

第
３
日
目   

■■

ン
デ
ュ
ラ
ン
ス
出
走
へ向

け

時
間
的
余
裕
も
出
来
、

他

ー
の
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ

し
た
。 

第第第
４４４
日日日
目目目   

プ
ラ
ク
テ
ィ

 

第第■■

 

、
コ
ー
ス
で
の
テ
ス

な
か
っ
た
た
め
、
こ
の

エ

示
さ
れ
、
一
旦
ピ
ッ
ト
へ戻

エ
ン
デ
ュラ
ン
ス

マ
シ
ン
完
成

に

で
17
時
30
分
と
な
り
、
オ
ー
ト
ク
ロ
ス
の
最
終
出
走
時
刻
を

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

チ
ー
ム
と
の
情
報
交
換
や
ド
ラ
イ
バ

ン
グ
に
も
時
間
を
割
く
こ
と
が
出
来
ま

 

117

意
し
て
あ
っ
た
バ
ッ
フ
ル
を
装
着
。
再
度
試
験
を
受
け
た
と
こ
ろ

110

dB
と
許
容
範
囲
ぎ
り
ぎ
り
で
す
が
、
合
格
と
な
り
ま
し
た
。 

ブ
レ
ー
キ
試
験
も
無
事
に
通
過
で
き
ま
し
た
が
、
時
刻
は
こ
の
時

ン
デ
ュ
ラ
ン
ス
が
Ｔ
Ｇ
０
２
の
初
め
て

の
本
格
的
な
走
行
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
マ
シ
ン
の
耐
久
性
は
未
知
数

そ
ん
な
状
況
下
で
フ
ァ
ー
ス
ト
ド
ラ
イ

バ
ー
手
塚
が
ス
タ
ー
ト
。
マ
シ
ン
を
壊

さ
ず
セ
カ
ン
ド
ド
ラ
イ
バ
ー
の
田
中
へ

繋
ぐ
こ
と
を
考
え
て
い
た
た
め
か
ス
タ

ー
ト
後
の
周
は
１
分
30
秒
を
越
え
る
よ

か
走
れ
ず
、
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
ッ
グ
が
提

て
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
数
回
行
い
車

両
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。 

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
で
は
大
き
な
問
題
は

後

ト
走
行
を
行
え

発
生
せ
ず
エ
ン
デ
ュ
ラ
ン
ス
への
準
備
は

万
端
で
す
。 

こ
の
日
は

３３
ス

最
終
日
の
エ

日日
目目

。
う
な
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
で
し



   

■TG02

各
部
解
説 

■

 

■
コ
ン
セ
プ
ト

「Faster than the Fastest.

」の
コ
ン

セ
プ
ト
の
も
と
、
速
い
車
両
は
ま
ず
軽
量

で
な
け
れ
ば
な
い
と
い
う
思
想
で
開
発

を
行
い
ま
し
た
。 

昨
年
車
両
の
270

kg
か
ら
200

kg
と

い
う
大
幅
な
軽
量
化
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
部
品
一
つ
一
つ
に
重

量
の
削
減
目
標
を
設
定
し
部
員
一
丸
と
な
っ
て
軽
量
化
を
推
進
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
４
気
筒
エ
ン
ジ
ン
搭
載
車
と
し
て
は
世
界
的
に

見
て
も
最
軽
量
ク
ラ
ス
の
車
両
と
な
り
ま
し
た
。 

大
幅
な
軽
量
化
を
実
現
す
る
た
め
、
解
析
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
積
極

利
用
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
導
入
を
行
い
ま
し
た
。 

的
な

 

ス
テ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
設
計
で
、
コ
ン
パ
ク
ト

か
つ
軽
量
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

■■
シ
ャ
シ 

フ
レ
ー
ム
は
昨
年
と
同
様
の
ス
チ
ー
ル
ス
ペ
ー
ス
フ
レ
ー
ム
構
造
を

採

。 

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
は
ダ
ブ
ル
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ン
、
プ
ッ
シ
ュ
ロ
ッ
ド
タ

イ
プ
を
採
用
し
て
い
ま
す
。 

用
し
て
い
ま
す

M
S
C
.N

astran

を
利
用
し
た
構
造
解
析
に
よ
り
必
要
部
材
の
選
定
、

必
要
肉
厚
の
見
積
も
り
を
行
い
、
必
要
十
分
な
剛
性
を
確
保
し
ま

し
た
。
昨
年
と
同
等
の
ね
じ
り
剛
性
を
確
保
し
つ
つ
重
量
は
40
％

軽
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

上/極めてコンパクトに作られたステ

アリングギアボックス。 

右上/TG02 フレーム。昨年度と同等

のねじり剛性を約半分の重量で実現

しています。 

右/アップライトの構造解析。このよう

な構造解析はほとんど全ての部品に

対して行われます。 

エ
ン
ジ
ン
に
は
軽
量
コ
ン
パ
ク
ト
で
高
出
力
な
バ
イ
ク(

Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ

Ｃ
Ｂ
Ｒ
６
０
０
Ｒ
Ｒ)

用
エ
ン
ジ
ン
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
レ
ギ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
装
着
が
義
務
付
け
ら
れ
る
リ
ス
ト
リ
ク
タ
の
装
着
に
よ
り
、

燃
調
や
吸
排
気
系
の
最
適
化
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
吸
気
系
は
自

由
な
形
状
を
得
る
た
め
、
ま
た
軽
量
化
の
た
め
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
と
し
て

い
ま
す
。
排
気
系
は
車
両
全
体
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
効
率
の
向
上
の

め
、
内
製
し
ま
し
た
。 

た

  

カ
ウ
ル
は
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
で
、
昨
年
度
は
無
か
っ
た
サ
イ
ド
ポ
ン
ツ
ー

ン
が
追
加
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
５
０
０
ｇ
の
軽
量
化
を
実

現
し
て
い
ま
す
。
大
会
中
も
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
カ
ウ
ル
は
多
く
の
方
の
注

目
を
集
め
ま
し
た
。 

ド
ラ
イ
バ
シ
ー
ト
は
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
と
し
、
軽
量
化
だ
け
で
な
く
ホ

ー
ル
ド
性
の
向
上
を
果
た
し
ま
し
た
。
シ
ー
ト
を
成
型
す
る
際
の
型

に
実
際
に
ド
ラ
イ
バ
ー
が
座
る
こ
と
で
最
も
フ
ィ
ッ
ト
す
る
形
状
を
検

討
し
ま
し
た
。 

■■
カ
ウ
ル 

■■
エ
ル
ゴ
ノ
ミ
ク
ス 

■■
ド
ラ
イ
ブ
ト
レ
イ
ン 

■■
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン 

ハ
ブ
は
ス
チ
ー
ル
か
ら
ア
ル
ミ
へと
材
質
を
変
更
し
、
大
幅
な
軽
量

化
を
実
現
し
て
い
ま
す
。 

チ
ェ
ー
ン
サ
イ
ズ
の
変
更
お
よ
び
特
注
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
の
採
用
に
よ

り
チ
ェ
ー
ン
と
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
だ
け
で
１
０
２
４
ｇ
の
軽
量
化
を
達
成

し
て
い
ま
す
。
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル(

差
動
装
置)

を
搭
載
せ
ず
、
よ

り
軽
量
シ
ン
プ
ル
な
駆
動
系
を
目
指
し
ま
し
た
。 

イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ト
パ
ネ
ル
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
開
発
す
る
こ

と
で
走
行
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
与
え
る
情
報
を
シ
ン
プ
ル
に
伝
え
る
こ

と

出
来
ま
す
。 

が

 

 

          

・
 

 

■TUT FORMULA

の
１
年
間 

■

０
６
年 

■・東
海
地
区
の
他
チ
ー
ム
と
の
交
流
会
を

開
催 

・台
湾
の
南
台
科
技
大
學
のF-

S
A
E

チ

ー
ム
を
訪
問 

・新
た
な
ス
ポ
ン
サ
ー
の
獲
得
を
開
始
す

る
。 

・ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
への
報
告 

・新
役
員
の
就
任
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
る 

・Ｔ
Ｇ
０
１
を
用
い
て
各
種
テ
ス
ト
を
行

い
、
次
期
車
両
設
計
の
た
め
に
デ
ー
タ

を
取
る 

２
０

９
月 

11
月 

10
月 

次
期
車
両
コ
ン
セ
プ
ト
の
構
想
に
入
る 

 

ーー

   

・事
前
提
出
書
類
（デ
ザ
イ
ン
レ
ポ

ト
・イ
ン
パ
ク
ト
ア
ッ
テ
ネ
ー
タ
デ

タ
）の
提
出 

６
月 

上/今年度のカウルは多くの注目を

集めました。 

右上/カウルの成型に用いる型です。

型もCFRPで製作されます。 

右/カウルの積層作業です。 

南台科技大學F-SAE チームとの交流 

上/アルミ製のハブ。材質の変更もさ

ることながら、NC 加工による形状の

変更も軽量化に寄与しています。 

右上/吸気リストリクタの流体解析。

右/エンジンをバイクに搭載し、バイク

用シャシダイナモで馬力を測定しま

す。 

インパクトアッテネータの破壊試験 
を

12
月 

・パ
ッ
ケ
ー
ジ
レ
イ
ア
ウ
ト
の
決
定

行
う
。 

   

■

０
７
年 

■

参シ

 

・

  

・

       

２
０

１
月 

・Ｔ
Ｇ
０
１
試
乗
会
の
開
催 

・東
海
連
合
静
的
競
技
交
流
会
への

加 １
次
設
計
完
了 

２
月 ２

次
設
計
完
了 

３
月 

・モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
技
術
と
文
化

ン
ポ
ジ
ウ
ム
への
参
加 

・ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
試
走
会
への

参
加(

見

) 学

製
作
開
始 

・

    

・

 

・人
と
く
る
ま
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
展
２

０
０
７
への
参
加 

５
月 

４
月 新

入
部
員
を
獲
得 

スポンサー企業での展示 TG01を用いての走行テスト 

17名の新入部員を迎えて フライス盤を用いたパイプすり合わせ 東海地区のチームで情報交換 
設計会議の模様 



     

７
月 

・コ
ス
ト
レ
ポ
ー
ト
の

出 

提

夏
季
休
業
ス
タ
ー
ト 

・

       

８
月 

・富
士
試
走
会
へ

加 

の
参

シ
ェ
イ
ク
ダ
ウ
ン 

・

 

９
月 

・第
５
回
全
日
本
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

会 

大
紹
介 

の
活
動
は
多
く
の
ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
に
よ
り
支
え

。 

■■
資
金
支
援

同) 

工
業

会
社  

会
社

会

  

ビ
ー
ク
ル
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー 

ー
株
式
会
社  

■■

 

業
株
式

社 

ジ

ン
株
式
会
社 

ェ
ア
株
式
会
社 

式

社 会

 

ー

式
会
社 

社 

式
会
社 

社 社 

ス
ナ

株
式
会
社 

造
所

ー

式

 

豊
橋
店 

情
報

デ
ィ
ア
基
盤
セ
ン
タ
ー 

■■

科
学

 

研
究
基
盤
セ
ン
タ
ー
工
作
機
器
部
門 

ト
会

 

川
工
業 

           

ら
れ
て
い
ま
す

 

(

敬
称
略

不

■

ス
ポ
ン
サ
ー
の
ご

TUT FORM
ULA

総
合
順
位
32
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エ
ン
デ
ュ
ラ
ン
ス
完
走 
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蔵
精
密

武
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株
式
会
社
ダ
ッ
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Ｄ
Ｓ
株
式
会

 

  

社

オ
ー
エ
ス
ジ
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株
式

三
菱
レ
イ
ヨ
ン
株
式

社

豊
橋
技
術
科
学
大
学 

未
来

ポ
ッ
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リ
ベ
ッ
ト
・フ
ァ
ス
ナ
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第5回全日本学生フォーミ コストレポートの発送 ドウェイ ュラ大会 富士スピー

(

敬
称
略

不
同) 

(

敬
称
略

不
同)

株
式
会
社
ユ
ニ
バ
ン
ス 

コ
ン
テ
ィ
ネ
ン
タ
ル
・

ー
ベ
ス
株
式
会
社  

テ

ア
ス
モ
株
式
会
社 

物
品
支
援 ・順

ピ
ー
工

ト

会

ソ
リ
ッ
ド
ワ
ー
ク
ス

ャ
パ

エ
ム
エ
ス
シ
ー
ソ
フ
ト
ウ

Ｎ
Ｔ
Ｎ
株
式
会
社 

株
式
会
社
小
野

 

測
器

本
田
技
研
工
業
株

会

大
同
ア
ミ
ス
タ
ー
株
式

社

Ｔ
Ｈ
Ｋ
株
式
会
社 

中
央
発
條
株
式

 

会
社

三
協
ラ
ジ
エ
ー
タ

株

オ
ー
エ
ス
ジ
ー
株
式
会

三
菱
レ
イ
ヨ
ン
株
式
会

 社

ア
ダ
チ
鋼
材
株
式
会
社 

サ
イ
バ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
株

武
蔵
精
密
工
業
株
式
会

株
式
会
社
ケ
ー
ヒ
ン 

矢
崎
部
品
株
式
会

 社

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会

ポ
ッ
プ
リ
ベ
ッ
ト
・フ
ァ

ー

リ
ン
タ
ツ
株
式
会
社 

株
式
会
社
サ
イ
マ
コ

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

 

ー

有
限
会
社 

佐
藤
鋳

株
式
会
社

ノ
ー 

チ

カ
ン
ト
リ

モ
ー

ン
グ 

ニ

レ
ン
テ
ッ
ク
大
敬
株

会
社

株
式
会
社 

冨
士
精
密 

新
城
ロ
ー

パ
ー
ク 

日
産
自
動
車

会
社 

株
式

有
限
会
社 

荒
ド

株
式
会
社 

栃
木

 屋

ミ
ス
タ
ー

イ
ヤ
マ

タ

ン

豊
橋
技
術
科
学
大
学 

メ

技
術
支
援 ・順

橋
技
術

豊

大
学

株
式
会
社
ネ
ク
ス

 

Ｍ
・Ｃ 

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
Ｅ

Ｓ 

Ｒ

本
田

研
工
業
株
式

技

社

Ｙ
Ｓ
Ｐ
豊
橋
南 

      

■

メ
ン
バ
ー
の
紹
介 

■■
部

 長

田
中 

 

学
部
４
年 

生
産
シ
ス
テ
ム 

和
宏

■■
副

長 

部

奥
田 

裕

 

修
士
１

 

生
産
シ
ス
テ

 

也

年

ム

澁
江 

介 

学
部
４
年 

機
械
シ
ス
テ
ム 

佑

■■
会

 計

野
口 

健
太 

学
部
４
年 

気
電
子 

電

■■
テ

ニ
カ

デ
ィ
レ
ク

 

ク

ル

タ

茅
野 

浩
之 

学
部
４
年 

機
械

テ
ム 

シ
ス

■■
シ

ア
テ

ニ
カ
ル
デ

レ
ク
タ 

ニ

ク

ィ

山
田 

祐
也 

修
士
２
年 

機
械
シ
ス

 

テ
ム

■■
マ

フ

チ
ャ
リ

デ
ィ
レ
ク
タ 

ニ
ュ
ァ
ク

ン
グ

島
田 

卓
弥 

学
部
４
年 

機
械
シ
ス
テ
ム 

■

シ

 

■
シ
ャ

班

班
長 

藤 

太 

学

年 

電
気
電

 

近

圭

部
４

子

清
水 

基

 

修
士
２

 

機
械
シ
ス
テ

 

長

 

優

 

修
士
１

 

機
械
シ
ス
テ

 

志

年

ム

尾

作

年

ム

澁
江 

佑

 

学
部
４

 

機
械
シ
ス
テ

 

茅

 

浩

 

学
部
４

 

機
械
シ
ス
テ

 

介

年

ム

野

之

年

ム

中
野 

裕

 

学
部
４

 

機
械
シ
ス
テ

 

石

 

慎

 

学
部
４

 

生
産
シ
ス
テ

 

士

年

ム

森

弥

年

ム

熊
谷 

匡

 

学
部
４

 

生
産
シ
ス
テ

 

田
中 

和
宏 

学
部
４
年 

生
産
シ
ス
テ
ム 

明

年

ム

永
井 

宏
典 

学
部
４
年 

生
産
シ
ス
テ
ム 

■

イ

パ
ワ

ト
レ
イ
ン

 

■
ド
ラ

ブ
・

ー

班

班
長 

田 

弥 

学

年 

機
械
シ

テ

 

島

卓

部
４

ス

ム

里
川 

玄

 

修
士
２

 

機
械
シ
ス
テ

 
 

松
澤 

和

 

修
士
２

 

機
械
シ
ス
テ

 
 

樹

年

ム

憲

年

ム

柳
内 

英

 

修
士
２

 

機
械
シ
ス
テ

 
 

山
田 

祐
也 

修
士
２
年 

機
械
シ
ス
テ
ム 

知

年

ム

田 

裕
也 

修
士
１
年 

生
産
シ
ス
テ
ム 

奥

 ■

班 

■
電
装

班
長 

塚 

瑛 

学

年 

知

報 

■■
フ

ル

ア
ド
バ
イ
ザ 

■■
２

０
７

度
新
入

 

■■
サ

ー
ト

ー
ム 

安
井 

利
明 

未
来
ビ
ー
ク
ル
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー/

生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
系 

准
教
授 

手

康

部
４

識
情

野
口 

健
太 

学
部
４
年 

電
気
電
子 

我
妻 

裕
樹 

学
部
４
年 

情
報
工
学 

ポ

チ

中
村 

剛
也 

学
部
４
年 

機
械
シ
ス
テ
ム 

茅
野 

浩
之 

学
部
４
年 

機
械
シ
ス
テ
ム 

０

年

部
員

上
嶋 

宏

 

学
部
３

 

機
械
シ
ス
テ

 

澤 

俊

 

学
部
３
年 

械
シ
ス
テ

 

紀

年

ム

宏

機

ム

 

浩

 

学
部

 

機
械
シ
ス

 

ム

 

ル
ダ
ウ

 

学
部
３
年 

シ
ス
テ
ム 

前
川

規

３
年

テ
ム

ハ
マ
ド

フ
ィ

ス

機
械

東 

昭 

部
３
年 

産
シ
ス
テ
ム 

戎

 

由

 

学
部
３

 

生
産
シ
ス
テ

 

宏

学

生

野

展

年

ム

岡
田 

隆
志 

学
部
３
年 

生
産
シ
ス
テ
ム 

草

 

雄

 

学
部
３

 

生
産
シ
ス
テ

 

野

也

年

ム

瀬

 

知

 

学
部
３

 

生
産
シ
ス
テ

 

東

 

翔

 

学
部
３

 

生
産
シ
ス
テ

 

詰

弘

年

ム

城

太

年

ム

中
本 

昌

 

学
部
３

 

生
産
シ
ス
テ

 

古
谷 

樹 

学
部
３

 

生
産
シ

テ
ム 

平

年

ム

友

年

ス

松
本 

卓

 

学
部
３

 

生

ス
テ
ム 

ア
ハ

 

テ
ュッ
ラ 

部

年 

生
産
シ
ス
テ
ム 

也

年

産
シ

マ
ド

フ
ァ

学

３

上
條 

稔

 

学
部
３
年 

物
質 

菊
地 

亮
太 

学
部
３
年 

物
質 

ァ
カ

テ
ィ

柳
田 

秀
記 

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
系 

准
教

 授

関
下 

信
正 

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
系 

准
教
授 

恵

吉
田 

拓
矢 

学
部
１
年 

■

フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ア
ド
バ
イ
ザ
よ
り 

柳
田 

秀
記 

エ
ン
デ
ュ
ラ
ン
ス
開
始
後
２
、
３
周
ほ
ど
走
っ
た

と
こ
ろ
で
ピ
ッ
ト
入
り
を
指
示
さ
れ
た
と
き
は
、

今
年
は
こ
れ
で
終
わ
り
か
と
覚
悟
し
た
が
、
再
度

コ
ー
ス
に
戻
り
ペ
ー
ス
を
上
げ
て
無
事
完
走
し
、

そ
し
て
、
学
生
諸
君
が
目
頭
を
熱
く
し
て
い
る
の

を
見
た
と
き
、
小
泉
元
首
相
で
は
な
い
が
「感
動
し
た
！
」。
車
両
製

作
の
大
幅
な
遅
れ
な
ど
反
省
す
べ
き
点
も
あ
る
が
、
車
両
は
著
し
く

軽
量
化
さ
れ
、
カ
ウ
ル
の
出
来
も
す
ば
ら
し
く
、
明
ら
か
に
昨
年
か

ら
は
大
き
な
進
歩
を
遂
げ
た
。
上
位
校
と
の
差
は
ま
だ
大
き
い
と

認
め
ざ
る
を
得
な
い
が
、
差
は
縮
ま
っ
て
い
る
。
車
両
の
設
計
・製
作

能
力
だ
け
で
な
く
、
日
程
な
ど
の
計
画
・管
理
能
力
も
含
め
て
更
な

る
向
上
を
期
待
し
た
い
。 

ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
様
か
ら
の
ご
支
援
な
く
し
て
こ
の
活
動
は
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。
支
援
金
、
物
品
、
技
術
指
導
な
ど
と
様
々
な
形
で
ご

支
援
を
頂
い
た
こ
と
に
対
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
車
両
に

社
名
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
る
事
ぐ
ら
い
で
し
か
お
応
え
出
来
ま
せ
ん

が
、
引
き
続
き
ご
支
援
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
来

の
大
会
で
の
一
層
の
飛
躍
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

年 

■

部
長
挨
拶 

 

田
中 

和
宏 

私
達
に
と
っ
て
２
回
目
で
あ
る
今
大
会
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
多
く
の
反
省
を
残
す
大
会

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
最
も
反
省

す
べ
き
点
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
で
す
。 

設
計
段
階
か
ら
徹
底
的
な
軽
量
化
を
行
い
、

マ
シ
ン
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
も
の
で
あ
り
ま
し

た
が
、
製
作
＆
改
修
作
業
が
大
会
直
前
に
ま
で

伸
び
て
し
ま
い
、
十
分
な
セ
ッ
テ
イ
ン
グ
や
ド
ラ

イ
バ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

こ
の
大
会
に
参
加
し
た
ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
、
チ
ー
ム
運
営
、

車
輌
製
作
＆
開
発
、
学
業
と
の
両
立
な
ど
、
大
変
過
酷
な
日
々
を

過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
の
努
力
は
結
果
の

良
し
悪
し
に
関
わ
ら
ず
、
大
変
意
味

。 

ま
た
、
静
的
審
査
に
つ
い
て
も
提
出
期
限
の
超
過
に
よ
る
減
点
や
、

準
備
期
間
の
不
足
か
ら
満
足
の
い
く
点
数
は
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
１
年
間
活
動
を
支
え
て
下
さ
っ
た

ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
、
多
く
の
ご
支
援
、
ご
声
援
を
頂
い
た
方
々
に
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

た
だ
し
、
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
が
”Eng

ineering
 com

petition

”で

あ
る
以
上
、
勝
つ
こ
と
に
対
し
て
一
切
の
妥
協
は
許
さ
れ
ま
せ
ん

 

。

適
切
な
目
標
設
定
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
は
今
後
の
課
題
で
す
。 。

こ
の
悔
し
さ
を
胸
に
、
来
年
の
大
会
に
向
け
て
走
り
だ
し
ま
す
。 


